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かごっまふるさと屋台村で育んだ

『One for all,All for one』を地域で生かせる

人材を育成する場所に。

平成24年4月26日にオープンし、今年で7年目を迎える『かごっまふるさと屋台村』。
小さな屋台がぎゅっと集まるこの空間は、どれも魅力的で目移りしてしまう。でも大丈夫。
いろんな店舗を回れるようにお手頃価格でのおもてなし。そんな人情屋台とも表現される
この場所を運営しているのが、NPO法人鹿児島グルメ都市企画だ。そこで専務理事を務
める森さんに話を伺った。
森さんは10歳まで宮崎で過ごし、小学校3年生のときに鹿児島にやってきた。高校卒業後
は長崎大学へ。その後南国殖産に入社。1年目は荒田八幡のガソリンスタンドに勤務し、
2年目から10年間東京支店で建設資材の販売をメインに行ってきた。そこから鹿児島に
戻ってきたのは平成元年。

NPOとしてのコンセプトを明確に持つことの大切さ
森さんが屋台村を担当することになったのは、屋台村ができてから2年目のタイミング。
販促や対外的な広報、屋台村をより地域とつながる場にするために県や市町村と連携する
役割を担った。「もともと普通の飲み屋さんの集まりではなく、この屋台村という場所自
体がコンセプトと目標をきちんと持ってやっているのは感じていた。その柱があるからこ
そ、関わりやすさはあったかな」
●鹿児島県産品の情報発信拠点
●鹿児島市の玄関口における
おもてなしの拠点・観光のスポット

●中心市街地活性化事業
●若手起業家の育成
この4つのコンセプトと目標が明確に打ち出され
ているので、その意図に共感したお店が集まり、
そこに立ち返って議論をしていくことで納得もで
きる。このために屋台村という場所があるんだ、
という明確なコンセプトがこの屋台村を形づくる
価値だ。
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NPO法人鹿児島グルメ都市企画 団体概要

主な活動内容

かごっまふるさと屋台村の運営。鹿児島県産品の情報発信拠点/鹿児島市の玄

関口におけるおもてなしの拠点・観光スポット/中心市街地活性化/若手起業家

の育成というコンセプト実現のため、具体的な行動指針を示した屋台村づくり。

村民会の自主運営やオーナー会議等の実施等。

今後の展望・PRしたいこと

残された時間のなかでの人材育成はもちろんだが、屋台村内では観光系イベントの積極な

開催を考えている。

課題への取り組み

屋台村を卒業後、自分の店を経営して成功できる人材やまちづくり・地域活性化に貢献で

きる人材の育成が課題。飲食店経営の研修や定期的に実施している村民会やオーナー会議

のなかでの意見交換・場づくり等を考えている。

お問い合わせ

●団体名：NPO法人鹿児島グルメ都市企画 ●専務理事：森 雅宇

●Mail：yatai@kagoshima-gourmet.jp ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.kagoshima-gourmet.jp/

屋台村のスタイルは、法人として掲げた目標実現のために様々な施策を打ち出していく。
そして店舗は店舗でちゃんと売り上げをあげて儲けてもらう。「お店の経営的なことに関
しての口出しは基本的にはしません。あくまで店舗同士がコミュニケーションをとりなが
ら、つながりをつくり、時には先輩・後輩で相談しあいながら、頑張ってもらっていま
す」
また、各店舗の店長が集まる『村民会議』を毎月実施し、その中で各店舗の状況や開催し
ているイベントの企画内容についての議論等を積極的に行う。屋台村では店の営業だけで
はなく、イベントの企画・実施を交代で取り組んでいる。これも屋台村にいないとなかな
かできない経験だ。

まちづくり・地域活性化に貢献できる人材として育ってもらいたい
普通のお店であれば、自分の店の利益を考えてお客さんを囲い込んでいくものだが、屋台
村に集まる店舗は違う。それはやはりみんなでこの屋台村をつくりあげよう、その考え方
がベースとしてあるからだ。ここには自分の店だけじゃない、他にもたくさんある。目指
しているのは自分の店だけじゃなく、他のお店もご案内できるようになること。『そろそ
ろ別のお店もどうですか？』『他のお店にはこんなものもありますよ！』とできるだけお
客さんに多くの店を回ってもらう。それが屋台村流。
かごっまふるさと屋台村は、平成32年12月をもって営業は終了。すでに残り2年を切って
いる。屋台村としてどう閉じていくのか。それまでに達成したいことや課題もある。とは
いえ、森さんが純粋に願うことがある。「ここで店を営む人たちは、言ってしまえば自分
にとっての子どもたちくらいの年齢です。なんとか成功してもらいたいなあと思ってます
し、いろんなことにチャレンジできる力を、屋台村にいる期間でぜひ身につけてもらいた
いとも思っています」。店主たちと笑顔で語り合う森さんと屋台村全体の雰囲気。まさに
理想的な"村"。心からのおもてなしとつながりの精神で包まれたこの場の魂が、閉じたそ
の後も鹿児島の各地で継承されていくことを願う。


